


ⅠⅠ部 市民・事業者等と市で共有するビジョン 

 
 

都市計画マスタープランは、目指すべき都市の姿や方向性について市民・事業者等と市が共有するま
ちづくりのビジョンであるとともに、都市計画の基本方針です。 

都市計画マスタープランは、都市計画法第 18 条の２に基づき、東京都が定める都市計画区域の整
備、開発及び保全の方針や本市の長期計画に即して定めます。 
 

おおむね 20年後の武蔵野市の姿を見通しながら、中間年の令和 13年を目標年次とします。 

市民・事業者等と市が共有するビジョンを示したⅠ部と、取り組むまちづくりの方針を示した
Ⅱ部から構成されています。 

《 都市計画マスタープランの位置付け 》 

 

 

《 武蔵野市都市計画マスタープラン 2021 の構成 》 
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 住宅地内にも質の高い緑がある 
 民有地の緑被地は減少傾向にある 
 都市公園等はバランス良く配置されているが、駅周 
辺には公園空白地域が存在している 

 道路空間などの公共空間を活用した取組み 
 交通環境の改善 
 高経年化した建築物の更新 等 

 緑を守り育て良好な住環境を維持 
 都市基盤や公共施設の更新 
 オープンスペースなどの活用 等 

 情報技術による効率的なインフラの維持管理 
 高度情報技術に対応する取組み 等  オープンスペースの利活用によるまちづくり 

  持続可能な官民連携の仕組みの構築 等 

   

   

   

 独立住宅や集合住宅が約８割、空家率は低い 
 商業系用途は吉祥寺駅周辺など３駅周辺に集積 
 用途地域に沿った高密で計画的な土地利用 

 徒歩や自転車、鉄道・路線バスの利用が多い 
 自動車の利用は減少傾向 
 道路ネットワークが形成されつつある 

 

39.2%

37.0%

33.2%

33.3%

6.8%

6.2%

5.8%

5.6%

8%7.0%

2%9.1%

% 13.6%

% 15.1%

0.7%

1.5%

1.6% 1.9%

%%
0 7%0.7%0 7%
19.2%
0 7%

1 5%1.5%1 5%
20.6%
1 5%

21.7%

1 9%

19.7%

26.3%

24.2%

24.0%

24.4%

0.2%

0.7%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年

平成20年

平成10年

昭和63年

鉄道 バス 自動車 2輪車 自転車 徒歩

その他
不明

（732,238）

（838,781）

（773,653）

（784,035）

（ ）内は合計トリップ数

213.89
173.100 174.71 165.800 164.688 159.83

76.33 69.87 87.60 91.83
106.722 107.02

290.22

99

2

242.977
262.31 257.633 271.400 266.85

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

平成元年 平成6年 平成12年 平成17年 平成22年 平成28年

民有地

公有地

合計

(ha)

《 土地利用現況 》 《 交通分担率の推移 》 

《 緑被地面積の経年変化 》 

上水などの水辺空間や街路樹、緑道で結ばれている 
農地や屋敷林、雑木林等の緑が残り、公園などの緑は
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地域別ワークショップや出張座談会、意見募集箱、既往調査により、市民の意見から描かれる未
来の武蔵野市の姿をとりまとめました。 

《 市民が描く未来像の概要 》 

 

人の活動や暮らし方に着目した、目指すべき20年後の“将来のまちの姿”を示します。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

吉祥寺（Aグループ）          便利になった20年後、いかに幸福感を感じるか 
リアルなコミュニケーションが楽しいまち   人の役に立つと幸せなまち   出かけたくなるまち 

吉祥寺（Bグループ）            生活を楽しむ こだわりのまち 
歩く楽しみが感じられる人間味のあるまち  多様な世代の人が活躍しているまち 
多様なライフスタイルを受け入れるフレキシブルなまち 

吉祥寺（Cグループ）         コミュニティに出会えるまち 
消費にとらわれないコミュニティや仕組みがあるまち  
旅行者が滞在したくなるまち  来街者のみならず、住民が住みやすいまち 

三  鷹（Aグループ）         歩いて楽しいまち 
見て楽しい、歩いて楽しいまち  多様な交通手段が選択できるまち 
資源を活かして時代に合わせた使われ方がされているまち  多様な人が多様なコミュニティ活動に参加するまち 

三 鷹（Bグループ）          郷土愛 
安心・安全な道路空間がにぎわう場所をつなぐまち  人との交流を生み出す学びの場があるまち 

武蔵境（Aグループ）           幸せな暮らし 
地域コミュニティの力で幸せな暮らし  安心して歩ける暮らし  自由に働き楽しむ暮らし 

武蔵境（Bグループ） プ）     さんぽが楽しい落ち着いたキャンパスタウン  
散歩で選ばれるまち  大学生が活発に活動するキャンパスタウン 
新技術により生まれる余剰時間を有効に使えるまち  

出張座談会、意見募集箱、既往調査   
自然環境の保全  快適で暮らしやすいまち 
にぎわいのあるまち  誰とでもコミュニケーションがとれるまち   等 
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 拠点となる３駅周辺における都市マネジメント 
 住み心地の良い住宅都市の維持・形成 
 安全で安心して住み続けられる都市構造の構築 
 多様なまちづくり活動の促進と官民連携による 
エリアマネジメント 

 地域別ワークショップ 
 出張座談会 
 意見募集箱 
 既往調査 

 

＋新型コロナウイルス感染症に関する意見交換

駅周辺の魅力・ 
活力について 

住宅地の生活や 
暮らしについて 

日々の生活や様々な活動を支える都都市基盤等について 

緑豊かで、居心地が良いまちなかと住み心地の良い住環境のもと、  
様々な交流と出会いが生まれ、出かけたくなる都市を構築していきます。  
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駅周辺は生活に必要な機能が集積し、快適に働ける空間であるとともに、オープンスペースの活用によ

り多様な人々が集い、交流が盛んに行われることで、身近な場所で憩い、遊び、学ぶことができる、歩い

て楽しいまちとなっています。 

 

 課題   解説  
一般車両の交通抑制で歩道が拡幅されるなど、誰もが安
全に心地良く移動できる空間となっています。 
商店街の道路や広場は、人々がくつろげる歩行者中心の
居心地の良い空間になっています。 
建物更新により創出された空間と道路が一体的に活用
され、エリアマネジメントなどのまちの魅力や価値を向
上させる取組みが継続的に繰り広げられています。 
建物更新やリノベーションが進み、それらが沿道に連続
することで、人々の回遊を誘う空間となっています。 
地域に根差した商店や文化施設などが相まって、温かみや
文化を感じる空間となっています。 

拠点となる3駅周辺にお
ける都市マネジメント 
多様なまちづくり活動
の促進と官民連携によ
るエリアマネジメント 
 
出かけたくなるまち 
資源を生かして時代に
合わせた使われ方がさ
れているまち 
人との交流を生み出す
学びの場があるまち 

 
出か

未来像  
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緑豊かなゆとりある住宅地では、安心して子どもを育てられ、身近な場所で働くことができ、多様な暮

らし方が選択できるまちとなっています。また、様々なまちづくりの担い手により、地域の特性に応じた

住宅地が形成され、誰もがいきいきと活動し、安心して住み続けています。 

 

 課題  解説 
 公共交通が定時運行し、自転車走行空間と歩行空間が
確保され、安全・快適に移動できます。 

 目的のある自動車のみが生活道路を通行でき、通行が
少ない道路は、地域の憩いの場になっています。 

 日用品の販売店舗などの生活支援施設が身近に整い、
徒歩で利用できる生活圏が形成されています。 

 緑地や公園などは、個人のくつろぎの場として利用さ
れ、心地良い時間を過ごせる空間となっています。 

 地域の自然や農地、住宅地の緑が適切に保全・創出さ
れ、質の高い緑の空間が充実しています。 

 テレワークなど働き方や暮らし方の変化にも対応した
住居が増え、屋外や商店街などでは、子どもや高齢者
の居場所が整い、家族との充実した時間を過ごせる、
ゆとりある住宅地が維持されています。 

住み心地の良い住宅都市
の維持・形成 

多様なまちづくり活動の
促進と官民連携によるエ
リアマネジメント 

 
多様なライフスタイルを
受け入れるフレキシブル
なまち 

新技術により生まれる余剰
時間を有効に使えるまち 

自然環境の保全 

 未来像 
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人々の触れ合いのある暮らしの中で、誰もが安心して生活しています。安全で快適に移動でき、インフ

ラや建築物が適切に更新され、災害に強く環境に優しいまちとなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①コミュニティの育み ②災害に強いまち 
⑧風格のある街並み ③農業を通じた地域交流 

  

④居心地の良い緑道 ⑤親しみを感じられる景観 ⑥ひとや地域公共交通中心のまち 
⑦快適な移動 

   

 課題
安全で安心して住み続
けられる都市構造の構
築 

 
 
多様な人が多様なコミ
ュニティ活動に参加す
るまち 

安全・安心な道路空間
がにぎわう場所をつな
ぐまち 

安心して歩ける暮らし 

未来像  

 解説  
育んできた地域コミュニティが継承されています。 
緑や文化が守られ、居心地の良さを感じる街並み景観
が形成されています。 
都市基盤施設や公共公益施設が適切に維持管理、更新
され、安全で快適な暮らしが維持されています。 
都市がデジタルトランスフォーメーションによりスマ
ート化し、交通やエネルギーなどに先端技術が活用さ
れ、生活の様々なシーンが豊かなものとなっています。 
無電柱化やバリアフリー整備などにより障壁を感じず
移動しています。 
建築物の長寿命化やスマート化、地域公共交通の維持、
水循環などの環境に配慮した取組みにより、持続可能
なまちになっています。 
多様化・複合化する災害に強いまちになっています。 
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まちの将来像の実現に向け、近年の地域課題の多様化・複雑化や暮らし方の変化等を背景に、市に
よる公共事業やまちづくり条例に基づく協働の継続的な展開に加え、市民・事業者等が主体となり、
ビジネスノウハウの活用や限られた地域で小さく展開されるような「まちづくり活動」が、様々な
地域で繰り広げられることが期待されます。市は、まちづくり活動が円滑に取り組まれるよう制度や
ルールの創設、規制の緩和などの支援を行なうとともに、市街地の再整備に際しては、官民のオープ
ンスペースを一体的に捉えて、まちづくり活動を促進します。 

 

 

 市民・事業者等によるままちづ
くり活動のきっかけづくりと
して、市が仲介役となる「プラ
ットフォーム」の設置を検討
します。 

 
 

 様々な主体に声をかけ、新た
なアイディアやイノベーショ
ンの創造につなげていきま
す。 

 活動・試行のステップでは、実際にまちの空間をつかいながら場づくりを行うなど、「つか
う」と「つくる」を繰り返して、プレイヤーや取組みの幅を広げ、徐々に育んでいきます。 

 市は、活動を軌道に乗せるために、必要な物資の確保やルールづくりなどの支援を行います。 



 

「まちの将来像」の実現に向け、都市の骨格と都市構造に関する基本的な方針を示します。 「まちの将来像」の実現に向け、都市の

  まちの更新と培ってきた魅力の継承  

・地域のビジョンやルールを作り、まとま
りのある街並みを誘導 

 都市基盤の改変にあわせた 
新たなまちづくりの検討 

・吉祥寺駅南口駅前広場の整備や武蔵野
公会堂のあり方にあわせ、パークエリ
アの都市機能の更新について検討 

・三鷹駅北口における駅前広場の拡充、低
利用地の活用などを検討 

  公共交通を優先した  
交通ネットワークの形成

・吉祥寺駅や三鷹駅北口周辺の交通体系
の検討と地区内環状道路の形成 

 ウォーカブルなまちづくりの推進 

・駅前広場に接続する道路空間の再配
分、歩行者空間の拡充を目指す 

・商業、業務地の附置義務駐車場の柔軟
な配置・集約化について検討 

 緑緑豊かでゆとりある住環境の継承 

・特に住環境の優れた地区について、地区計
画の積極的な導入を推進 

 高高齢化や暮らし方の変化を踏まえた 
生活圏の形成 

・地域生活を支える公共公益施設の更新時
には必要に応じ、規制緩和などを検討 

 いいつまでも安心して生活できる 
まちの維持と都市基盤の計画的な更新 

・必要な都市計画道路や公園緑地の整備推進 

・緊急輸送道路の沿道建築物の耐震化を促進 

 民民間の仕組みや参入による 
オープンスペースの形成や活用の促進 

・まちづくり活動を支援・推進する都市再生 
推進法人などと連携を図る 

・社会的に影響の大きい新たな施策や事業の
導入に先立ち、社会実験を実施 



 

都市構造に関する基本的な方針に基づき、関連する７つの分野毎に取り組むまちづくりの方針を示し
ます。

 第３章 まちの将来像 

将来像１ 
（駅周辺の魅力・活力

について） 

将来像２ 
（住宅地の生活や暮ら

しについて） 

将来像３ 
(日々の生活や様々な活動を 

支える都市基盤等について） 
関連する 

まちづくり活動 

（制度や事例） 

分
野
別
ま
ち
づ
く
り
の
方
針 

１ 土地利用 

[１]土地利用の基本的な考え方 

地区計画 
地区まちづく
り計画 

[６]住商複合地 
[８]商業・業務地 

[２]低層住宅地 
[３]中高層住宅地 
[４]農住共存地 
[５]住宅団地 
[７]沿道市街地 
[９]研究開発・工業地 

[10]公共公益施設等
の土地利用 

２ 住環境・ 
コミュニティ 
・防犯 [４]安全・安心なまちづ

くりの推進 

[２]快適に住むことが
できる住環境の
維持、形成 

[３]コミュニティが育
まれる環境整備 

[１]多様な世代・世帯
に適応する住ま
いづくり 

[４]安全・安心なまち
づくりの推進 

市民安全パト
ロール隊 
自主防犯組織 

３ 道路・交通 
[１]歩行者を重視した道路の形成 道路空間の利

活用（社会実
験） 
歩行者利便増
進道路制度 

[２]地域公共交通ネットワークの 
維持と交通結節点の利便性向上 

[３]道路ネットワークの整備と地域
の安全性の向上 

４ 緑・水・環境 
[１]地域で育む緑の保全・創出・利活用 
[２]緑と水のネットワークの推進 

[３]地球温暖化対策の推進 
[４]省資源型の持続可能な都市の構築 

緑ボランティ
ア団体 

５ 景観 
[１]地域特性を生かした街並み景観の形成 
[２]景観まちづくりの推進 

景観まちづく
り協定 

６ 防災 [１]高経年化した建築物の震災への備え 
[２]安心して暮らせる都市基盤の整備 
[３]多様化する都市災害への対応 
[４]震災復興まちづくり 

自主防災組織 

７ にぎわい・
活力 

[１]活力のある商業・
業務集積地の形
成 

[２]地域の魅力を向
上するまちづく
 

[２]地域の魅力を向上 
するまちづくり 

[３]豊かで多様な文化
の醸成と多様な
主体の交流の促進
 

エリアマネジ
メント 
公開空地を使
ったマルシェ 
プレイスメイ
キング 

対応する方針 対応する方針 対応する方針 

り



 
 
分野別に市が取り組むまちづくりの方針を示しています。 

  

３ 道路・交通 

 歩行者を重視した道路
の形成 

 地域公共交通ネットワ
ークの維持と交通結節
点の利便性向上 

 道路ネットワークの整
備と地域の安全性の向
上 

４ 緑・水・環境 

 地域で育む緑の保全・創
出・利活用 

 緑と水のネットワーク
の推進 

 地球温暖化対策の推進 

 省資源型の持続可能な
都市の構築 

 

７ にぎわい・活力 
 活力のある商業・業務集積地の形成 
 地域の魅力を向上するまちづくり 
 豊かで多様な文化の醸成と多様な主体の交流の促進 

６ 防災 

 高経年化した建築物の震災への備え 

 安心して暮らせる都市基盤の整備 

 多様化する都市災害への対応 

 震災復興まちづくり 

５ 景観 

 地域特性を生かした街並み景観の形成 

 景観まちづくりの推進 

１ 土地利用 

 街並みの継承 

 良質な緑の創出 

 都市施設整備にあわせ
たまちづくり 

 都市機能の誘導手法の
検討 

２ 住環境・コミュニティ・防犯 

 多様な世代・世帯に適応
する住まいづくり 

 快適に住むことができ
る住環境の維持、形成 

 コミュニティが育まれ
る環境整備 

 安全・安心なまちづくり
の推進 



 

 

市を３つの地域に分け、地域毎の取組みなどについて示します。 

１土地利用 
高経年化が進む武蔵野公
会堂は、周辺の交通課題の
解決に向けた検討内容等を
踏まえ対応を検討 

２住環境・コミュ 
ニティ・防犯 
良好な住環境を維持、多
様な住宅地が調和する街並
みを形成 

３道路・交通 
歩行者中心のまちを形成
し、滞留空間を確保すると
ともに官民連携によるオー
プンスペースの利活用を検
討 

４緑・水・環境 
開発事業の機会を捉え、
高質なオープンスペース
の創出や、接道部の緑化な
どを促進 

５景観 
商業・業務地は魅力
的な空間を形成する
ため、景観に配慮した
街並みを形成 

６防災 
ハーモニカ横丁など

高経年化した建物の更
新手法を研究し、耐震・
耐火性の高い建物へ誘
導 

７にぎわい・活力 
駅周辺の回遊性、界隈
性などまちの魅力を伸
ばし、活気のある商業・
業務地を形成 

 



 

１土地利用 
良好な住環境維持のため
の地区計画などを検討、西
久保２、３丁目ではモノづ
くりによるまちの魅力と良
好な住環境が両立する地域
のあり方を検討 

２住環境・コミュ 
ニティ・防犯 
宅地や公共公益施設の緑
や地域に残された樹林地の
保全、創出を推進 

３道路・交通 
補助幹線道路以南を歩行
者中心のエリアとし、ウォ
ーカブルなまちづくりを目
指す 

４緑・水・環境 
玉川上水や千川上水な
ど、魅力ある緑と水の回廊
を維持 

５景観 
かたらいの道や補
助幹線道路などにお
いて、無電柱化、景観
面に配慮した舗装や
街路灯等を整備 

６防災 
特定緊急輸送道路

の沿道建築物は、助成
やアドバイザー派遣
などの支援により、耐
震化を促進 

７にぎわい・活力 
三鷹駅北口街づくりビ

ジョンに基づき、地域に
関わる様々な主体と連携
しながらまちづくりを推
進 

 



 

１土地利用 
大規模店舗と路線商店
街、鉄道高架下の店舗等に
より、にぎわいが連続する
商業・業務地を形成 

２住環境・コミュ 
ニティ・防犯 
農地と周辺環境が調和
したうるおいのある街並
みを維持 

３道路・交通 
天文台通りなど駅周辺
の未整備の都市基盤につ
いて、引き続き事業を推進

４緑・水・環境 
都市農地の保全に努
め、農の大切さを実感で
きるよう農と触れ合う機
会の提供を目指す 

５景観 
玉川上水や千川上
水、仙川を景観資源と
して維持・保全し、東
京都と連携して良好
な街並みを形成 

６防災 
木造住宅が密集す

る境南町３・５丁目
は、沿道建築物の建替
えに合わせ、狭あい道
路を拡幅整備 

７にぎわい・活力 
武蔵野プレイスと隣
接する境南ふれあい広
場公園を活用した地域
交流の促進について検
討 



 

・本プランが目標年次としている令和 13 年までに、社会経済情勢や関連する法律、上位
計画等に大きな変化が生じた際など、地域生活に大きな影響が生じるような場合は、必
要に応じてまちづくり条例に定められた手続きに則して改定を行います。  

・改定にあたっては、本プランの主要なプロジェクトの実施状況を確認していくとともに、
関連する法律や上位計画、関連計画との整合を図ります。 

・まちの将来像の実現には、分野横断的な課題を関係者で共有・連携しながら様々な施策
を一体的なプロジェクトとして取り組むことが重要です。  

・プロジェクト型のまちづくりの推進にあたって、官と民、建築物と都市基盤、ソフトと
ハードなど、主体や要素、分野の違いを超え、複数の施策を複合的に動かしていくとと
もに、参画する主体を増やし、まちの将来像の実現を目指します。 

策定の経過 
改定にあたっては、都市計画・公

園緑地・交通・地域金融などの学識
経験者と公募市民、行政委員で構成
する改定委員会を設置し、令和元年
8月から議論を開始しました。また、
市民意見を収集するため、４回の地
域別ワークショップや 36 団体の出
張座談会、コロナ禍に関する意見交
換を行いました。 

令和３年２月に原案、７月に案を
公表し、それぞれ意見募集を行いま
した。集まった意見を踏まえ、都市
計画マスタープラン2021を策定し
ました。 

令和元年度 
 
 
 

 
令和２年度 

 
 
 
 

令和３年度 
 
 
 
 
 

改定委員会の設置 
 
 地域別ワークショップ開催 
（3地域計４回開催） 
出張座談会を開催 

 
 コロナ禍に関する意見交換 

 原案の公告･縦覧（4週間） 

 
案の公告･縦覧（2週間） 
 
都市計画マスタープランの 
改定、公表 
変更の公告･縦覧（2週間） 

武 蔵 野 市  都 市 整 備 部  ま ち づ く り 推 進 課 
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